
































































































庭園面積は平均にして約4500 m2ですが，江戸の廻遊式庭園は約50,000 – 100,000 m2 もあった。
広々とした庭園もさらにその後継者によって拡張し，田園風景を作り始めた。梅林や瓜畑などが
挙げられる。道端に設置する野仏も大名の庭園に範囲に取り入れられると，庶民は礼拝すること
ができなくなるが，大名は一定期間を開放し，庶民が入り礼拝することを許した。(Keane, M. P., 
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